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５－５ ポスターセッション 

 

５－５－１ 地域密着型ハザードマップ作成 

アジア防災センターは国連防災世界会議のポスターセッションに参加した。発表

したテーマのひとつは「地域密着型ハザードマップ作成：住民意識啓発の効果的な

道具として」であった。ポスターでは主に防災タウンウォッチングとその具体的な

実施例をいくつか説明した。 

実際のポスターは下記の図のとおりである。 
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図 5-5-1-1 「地域密着型ハザードマップ作成」 (1 ページ目) 
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図 5-5-1-2 「地域密着型ハザードマップ作成」（2ページ目） 
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５－５－２ GLIDE 
災害情報へのアクセスは、時間がかかる困難なタスクである。データは散在し、頻繁

発生する災害の識別は、多くの災害の出来事を持った国々を混乱させる。このために、

世界中で発生する災害にユニークな識別番号をつける計画が提案された。これが世界災

害共通番号「GLIDE」である。GLIDE はいくつかのパートからなり、最初の２文字は

災害タイプ(例えば EQ－地震)、次の４桁が災害発生年、6 桁がその年の災害発生番号、

最後の３文字が災害発生国の ISO コードである。例えば、2001 年に西インドで発生し

たグジャラート地震の GLIDE 番号は次のようになる。EQ-2001-000033-IND。GLIDE

は州・市のレベルの記録を可能にする付加コードにも対応している。GLIDE の登録と参

照のためにウェブサイト、http://www.glidenumber.net/を開設している。 

本セッションは、よりよい災害データ蓄積および分析用のツールとして GLIDE の使

用を促進することを目標とし、OCHA ReliefWeb との共同で世界災害共通番号 GLIDE

についてポスター展示を行った。本セッションにおいて、GLIDE の広告宣伝用ポスター

（A1 版）を掲示するとともに、GLIDE の考え方から、web 上での利用方法、現状等に

ついて説明を行い、配布用パンフレット（A4 版）を配置した。 

 

 

    図 5-5-2-1 「GLIDE」ポスター 
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５－５－３ ADRRN(アジア防災・災害救援ネットワーク)活動紹介 

 

アジア防災・災害救援ネットワーク(ADRRN)は、防災関連機関のネットワークの

活動への理解と支援を得るために、ポスターセッションに参加した。ポスターでは、

主に ADRRN の組織の概要と、これまで各メンバーNGO が行ってきた防災・災害救

援に関する活動について紹介した。 

実際のポスターは下記の図のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-5-3-1 ADRRN(アジア防災・災害救援ネットワーク)活動紹介ポスター 


